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衆
議
院
議
員
山
尾
志
桜
里
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
水
際
対
策
の
法
的
根
拠
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
尾
志
桜
里
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
水
際
対
策
の
法
的
根
拠
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書 

一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

出
国
前
七
十
二
時
間
以
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
検
査
を
受
け
、
医
療
機
関
等
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
証

明
書
（
以
下
「
出
国
前
検
査
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の
提
示
を
せ
ず
に
我
が
国
へ
の
入
国
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
い
る
場
合

に
お
い
て
は
、
提
示
さ
れ
た
出
国
前
検
査
証
明
書
を
「
検
疫
官
が
無
効
と
判
断
し
た
場
合
」
を
含
め
、
検
疫
所
長
は
、
当
該

者
が
乗
っ
て
き
た
航
空
機
の
長
に
対
し
、
検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

仮
検
疫
済
証
の
交
付
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
当
該
者
は
同
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
我
が
国
へ
の
上

陸
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
提
示
拒
否
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
は
、
「
提
示
を
拒
否
し
た
事
例
の
有
無
、
件
数
お
よ
び
日
本
人
帰

国
者
の
内
訳
」
を
含
め
、
「
提
示
拒
否
」
及
び
「
日
本
人
帰
国
者
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
日
本
人
帰
国
者
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
お
尋
ね
の
「
検
査
証
明
書
の
不
提
出
、
ま
た
は
証
明
書
の
無
効
」
に
よ
り
、
検
疫
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
我
が
国
へ

の
上
陸
が
で
き
ず
、
航
空
会
社
に
よ
り
外
国
へ
送
還
さ
れ
た
者
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
令
和
三
年
六

月
十
日
現
在
、
七
十
四
名
で
あ
る
。
ま
た
、
「
出
発
地
の
外
国
に
送
還
さ
れ
た
日
本
人
帰
国
者
が
い
る
場
合
、
当
該
外
国
で

問
題
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
、
無
事
帰
国
を
果
た
し
て
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
に
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
３
の
事
例
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
の
５
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
３
の
措
置
」
が
外
国
へ
の
送
還
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
措
置
は
、
航
空
会
社
に
よ
り
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
又
は
同
条
第
六
号
に

規
定
す
る
行
政
指
導
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
１
か
ら
３
ま
で
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

検
疫
所
長
は
、
我
が
国
へ
の
入
国
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
検
疫
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
入
国
時

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
入
国
時
に
当
該
検
査
を
拒
否
す
る
者
に
つ
い
て
は

、
同
法
第
三
十
六
条
第
四
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
得
る
が
、
令
和
三
年
六
月
十
日
現
在
、
我
が
国

へ
の
入
国
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
検
査
を
拒
否
し
た
事
例
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

三
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

入
国
前
十
四
日
以
内
に
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
変
異
株
流
行
国
・
地
域
に
該
当
す
る
国
・
地
域
に
つ
い
て

」
及
び
「
変
異
株
Ｂ
．
一
．
六
一
七
指
定
国
・
地
域
に
該
当
す
る
国
・
地
域
に
つ
い
て
」
で
示
し
た
国
・
地
域
に
滞
在
歴
が

あ
る
入
国
者
に
つ
い
て
は
、
検
疫
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
と
し
て
、
検
疫
所
の

確
保
す
る
宿
泊
施
設
で
の
一
定
期
間
の
待
機
を
求
め
て
い
る
。
当
該
求
め
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

防
止
の
た
め
、
検
疫
所
長
は
、
原
則
と
し
て
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
停
留
の
措
置
を
と
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
場
合
に
停
留
の
措
置
を
講
じ
た
事
例
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
令
和
三
年
六
月

十
日
現
在
、
三
件
で
あ
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
「
日
本
人
帰
国
者
の
内
訳
」
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
人
帰
国
者
」
の
具
体
的

に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

４ 

 

四
の
１
及
び
２
並
び
に
六
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
誓
約
書
の
提
出
」
は
、
検
疫
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
我
が
国
へ
の
入
国
を
し
よ
う
と
す

る
者
に
対
し
、
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
と
し
て
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
該
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
項
の
違
反
に
対

す
る
罰
則
は
な
く
、
「
誓
約
書
の
提
出
」
は
当
該
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
の
意
思
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「

個
人
情
報
の
取
得
に
つ
き
同
意
を
強
制
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
「

入
国
者
か
ら
の
個
人
情
報
取
得
」
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
見
解
を
得
た
事
実
は
な
い
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
誓
約
書
の
提
出
を
拒
否
」
し
た
者
又
は
「
全
部
ま
た
は
一
部
に
同
意
し
な
い
意
思
を
示
し
て
誓
約
書

を
提
出
」
し
た
者
に
対
し
て
は
、
検
疫
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力

と
し
て
、
検
疫
所
の
確
保
す
る
宿
泊
施
設
で
の
一
定
期
間
の
待
機
を
求
め
、
当
該
求
め
に
応
じ
な
い
者
が
い
る
場
合
に
は
、

検
疫
所
長
は
、
原
則
と
し
て
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
停
留
の
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
検
疫
所
の
確
保
す
る
宿
泊
施
設
で
の
一
定
期
間
の
待
機
を
求
め
、
又
は
停
留
の
措
置
を
講
じ
た
事

例
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
令
和
三
年
六
月
十
日
現
在
、
九
件
で
あ
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
「
日
本
人



 

５ 

 

帰
国
者
の
内
訳
」
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
人
帰
国
者
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
の
３
及
び
四
の
３
に
つ
い
て 

 
 

検
疫
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
停
留
の
措
置
は
、
即
時
強
制
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
手
続
法
第

二
条
第
四
号
イ
の
事
実
上
の
行
為
で
あ
り
、
同
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
に
は
該
当
せ
ず
、
ま
た
、
検
疫
法
第
十
六
条
の

二
第
二
項
に
規
定
す
る
協
力
の
求
め
は
、
行
政
手
続
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
処
分
に
は
該
当
せ
ず
、
い
ず
れ
も
同
法

第
三
章
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
検
疫
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
停
留
の

措
置
を
と
る
こ
と
及
び
同
法
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
こ
と
は
、
行
政
手
続
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に

違
反
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
平
成
二
十
年
四
月
二
十
四
日
の
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
が
「
感
染
症

の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、
・
・
・
感
染
症
の
患
者
と
接
触
し
た
者
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
想
定
」
し
て

お
り
、
「
感
染
症
に
お
い
て
感
染
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
感
染
症
を
広
げ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
方
々
」
で
あ
る



 

６ 

 

旨
を
答
弁
し
て
お
り
、
「
「
感
染
症
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
」
と
は
「
感
染
症
の
患
者
と
接
触
し
た
者
」
を
い
う
と

の
政
府
答
弁
が
あ
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 

五
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
検
疫
法
に
基
づ
く
停
留
の
考
え
方
」
の
具
体
的
に
指
し
示
す
範
囲
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
検
疫
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
停
留
さ
れ
て
い
る
者
が
同
法
第
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

る
求
め
を
行
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
令
和
三
年
六
月
十
日
現
在
、
二
件
で
あ
り

、
こ
の
う
ち
一
件
に
つ
い
て
は
医
療
上
の
理
由
か
ら
当
該
停
留
を
解
き
、
残
り
一
件
に
つ
い
て
は
誓
約
書
の
提
出
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
停
留
の
措
置
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
停
留
中
に
そ
の
提
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
当
該
停

留
を
解
い
て
い
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
「
日
本
人
帰
国
者
の
内
訳
」
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
人
帰
国
者
」
の
具
体
的
に
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

六
の
２
に
つ
い
て 



 

７ 

 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
入
国
者
の
健
康
確
認
の
業
務
等
を
行
う
入
国
者
健
康
確
認
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
「
入
国
者
が
誓
約
書
に
基
づ
き
提
供
し
た
健
康
状
態
や
位
置
情
報
」
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
と
当
該
民
間
事
業
者
と
の
業
務
委
託
契
約
書
に
基
づ
き
、
当
該
民
間
事
業
者
が
適
切
に
管
理
を
行
っ
て
い
る
。 


